
「第３次子ども育成計画 ビジョンすくすくはちおうじ」 

策定ワーキングチームであげられた取り組み 

 

 

【次代を担う子どもの育成】 

■子どもの居場所・学習場所の確保 

何もしなくてもいられる場所を、地域の身近な場所に（町会会館・市民センター） 

■子どもの意見を表明・反映する機会の充実 

■地域の活動を支える子どもの意識の醸成 

■プレーパーク事業・安心して遊べる公園 

■キャンプ等体験事業 

  

【家庭の子育て力を支えるしくみづくり】 

■子育てコンシェルジュ 

 妊娠期から学童期までの、一貫したネットワーク型サポート 

■親になる学び 

 親としてのビジョンがひらける妊娠期からの学びの機会の提供 

 

【子どもと家庭を育むまちづくり】 

■子育てプロモーションの推進 

 民間を活用し、ライフステージごと等の分かりやすい情報発信を 

：ホームページの充実・オープンデータの活用推進 

■ワークライフバランスの推進 

 父親啓発・優良企業情報の公開（表彰等） 

■大学・大学生の活用 

 

【配慮が必要な子どもと家庭を支える環境づくり】 

■セーフティーネット 

 児童相談所検討・子どもの相談サポートシステム 

■フェアスタート 

 学習支援・居場所 

お泊り体験で、要保護家庭の生活力を支援 

 


